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2015年4月、旧１号館の跡地に
建て替えオープンした「和顔館」。

“多文化共生キャンパス”の象徴
となる建物だ。

要所に赤レンガを採用することで、既存の建物と調和するデザインとしている。 和顔館入口には「スターバックス コーヒー 龍谷大学店」も
OPEN。学生の憩いの場となる。
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和顔館は、床とコアで構成された「スラブタイプ」の建物。可能な限りコンクリートの壁を減らしてガラス壁を多く用い、
内部の様々な活動を可視化することで開放的な空間を整備している。

龍谷大学 深草キャンパス 
「和顔館」 ─WAGENKAN─

新世紀のキャンパス

Campus of New Century



スチューデントコモンズ
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た施設を作ること自体は昨今珍しいこ
とではないが、龍谷大学の和顔館のユ
ニークなところは、その規模と拡がりだ。

和顔館には、「スチューデントコモン
ズ」「グローバルコモンズ」「ナレッジコ
モンズ」という３つのコモンズが設置
されており、それぞれの機能に応じた
学修支援の設備・体制が揃えられてい
る。例えば学びの可視化と交流を図
る「スチューデントコモンズ」には、議論
や成果発表ができるオープンスペース
やアクティビティホール。多言語・異
文化を学びながら実践する「グローバ
ルコモンズ」には、留学生と日本人学生
等が交流できるラウンジや語学学習の
ための設備。そして主体的な学びの
拠点となる「ナレッジコモンズ」には図
書館を中心とした学習環境が整えら
れており、それぞれが緩やかにつなが
って一体となった学びのスペースとな
っている。学生は、これらの空間を自

由に行き来しながら気に入った
スタイルで必要な学びを得るこ
とができるという仕掛けだ。
「授業以外の学生の学修を

サポートする場や、居場所を創
りたかった」と、和顔館の3つの
コモンズ計画を主導した、学修
支援・教育開発センター長の長
谷川岳史教授。「これまでは、
授業をする教室以外に学生が
居られる場所はそれほど多く
なかった。和顔館では１Ｆの
一番入りやすく見えやすいとこ
ろに、学生が集うスチューデン
トコモンズを創りました。ここ
で多様な形で学習している姿
を互いに見たり、学年や学部を
超えた学生同士、教職学、日本
人学生等と留学生間のコミュ

ニケーションが増えていくことで、刺激
や気づきが生まれていくことを期待し
ています。大学生の学習時間が少な
いとはよく言われることですが、授業を
受ける、机に向かって勉強をするだけ
が学びではないことに、学生に気づい
てほしい。」
“人が集う”ことを大事にした１Ｆの

スペース以外にも、和顔館のゾーニン
グはかなり戦略的に設計されている。

静寂な環境が求められる講義室は
地階に、２・３階にはガラス張りで可視
化された小規模教室を、４・５階の落ち
着いた空間には研究スペースを、そし
て学習・教育・研究の中核施設である
図書館は、ほかの建物からのアクセス
も考慮してキャンパス中央に最も近い
南側に配置した。

これでハードは整ったわけだが、「こ
んな施設を創ったので、こう使ってく
ださい、というふうにはしたくない」と
長谷川教授。「これらの設備をどう使
って、何に活かしていくかというソフト
部分が最も重要。これから、学生や教
職員と共に創り、育てていきたい。そ
のために、あまり厳密な規定やルール
は作らずにスタートしようと考えてい
ます。」

また、将来的には和顔館のこれらの
設備内だけではなく、ここで生まれた
学び方や活動を、深草キャンパス全体
に展開していきたいと言う。
「多文化共生」をテーマにした新キャ

ンパスで、人文・社会科学系6学部1短
大の学生が専門の垣根や国境・民族を
越えて活発に交流し、自律性と国際性
を育んでいくというコンセプトは、実現
できるのか。2020年のビジョンに向け
た取り組みは、これからが本番だ。

（本誌　林 知里）

龍谷大学は、京都の深草と大宮、滋
賀の瀬田の３キャンパスに約19000
人が学ぶ総合大学。2010年に策定
し た 第 5次 長 期 計 画「RYUKOKU 
Vision2020」のもと、この2015年4月
に瀬田キャンパスに農学部を新設、国
際文化学部を深草キャンパスへ移転・
改組し、国際学部を開設した。この国
際学部の深草キャンパスへの移転を
契機に、長期計画の中で目指すべき大
学像とした「多文化共生を展開する大
学」に向けた打ち手の一つとして、新施
設「和顔館（わげんかん）」をオープンさ
せた。

和顔館とは、大学のルーツでもある
仏教の経典の言葉「和顔愛語」にちな
んだ名称で、この施設が「穏やかな笑顔
で人と人が出会う場所」になり、学生達
が主体的に学び活動する拠点にしてい
きたいという思いが込められている。

ラーニングコモンズをコンセプトにし

フロアごとにゾーニングを分け、静寂を求める図書エリアとは別に、図書館の豊富な
学術情報を活用しながらアクティブに学び合えるナレッジスクエアを設置。

グローバルコモンズ

ナレッジコモンズ

１Fには、学生が気軽に立ち寄れ、個人学習やグループ学習ができるスペース
を設置。多様な学習スタイルを可視化することで、刺激を与え合う空間に。

学生が企画するワークショップや成果発表会等を実施することができる、アクティビ
ティホール。

AV＆PCコーナーでは、視聴覚資料やデータベース、インターネットの利用だけで
なく、文書作成ソフトや表計算ソフトで文書・資料を作成することも可能。

ランチや軽食を食べながら留学生と日本人学生等が自由に交流できる、グローバ
ルラウンジ。

スピーキングブースや個人ブースを設置した、ランゲージスタディエリア。

３つの機能を持つコモンズをつなぐ中廊下。
学生は、学部によらずこれらの施設や設備を
自由に行き来しながら利用できる。
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